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東病棟カンファレンス記録

平成19年11月23日（金）　　　　　　　司会　山田　司　　記録　長濱　佳祐
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＜連絡事項＞

· 年末調整の書類の提出期限が11月27日（火）となっています。未提出のスタッフは必要事項を記入して、直接総務課に提出して下さい。不明な点は総務に問い合わせて聞いて下さい。

· 院内研修が11月27日の17時30分からメモリアルホールにて行われます。研修内容は「医療事故対策について」で、講師は西病棟の佐々木ＪＧＭです。ＷＩＺの教育委員会の院内研修のフォルダに出欠の有無を打ち込んで下さい。

· 感染対策管理委員会から、先日実施されたインフルエンザ予防接種で、未接種の患者様に再度接種の声掛けをしていきたいとの事で、未接種患者様の担当スタッフと感染委員で協力して接種して頂くよう促していきましょう。担当スタッフが声掛けしても拒否が強い場合は、主治医診察時に主治医より促して頂く形をとります。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～昨日37℃の発熱がありましたが、本日も引き続き咽頭痛の訴え聞かれており、オラドールトローチが1日4回分が4日分処方となっています。現在の本人の精神症状とリンクしている可能性もありますので、本人の言動も観察していきましょう。

・和田　昌様～　排便困難見られている為、シンラック液（下剤）1本処方となっています。本人の腹部状態を観察し、水分摂取を促していきましょう。

・坂　貢様～　食事摂取量の低下がある為、エンシュアリキッド（経口栄養剤）が3本屯用で処方となっています。本人希望時に提供して下さい。継続して毎食の食事摂取量の観察もしていきましょう。

・長根　斑男様～　排便コントロールの為、シンラック液（下剤）1本処方となっています。また11月16日に血糖の日内変動実施した際のデータで朝の空腹時の血糖値が42mg/dlだったため、低体温も低血糖症状に伴うものと考えられるとの事で、ブドウ糖10g　1包が就床前服用で4日分処方となっています。服用時はさ湯に混ぜて服用させて下さい。継続してバイタルサインの確認・本人の日中・夜間の様子を観察していきましょう。

· 倉橋　生子様・中里　裕次郎様・藤井　博様の臨時薬ですが、本日薬局が休みのため病棟スタッフ2名（山田JGM・佐々木MNs）が薬局にて1日分のみ分包しています。2日目以降の臨時薬については、薬局で分包して頂きます。藤井様は4日分、倉橋様と中里様は7日分です。

＜要注目患者様ケースカンファレンス＞
・長谷川　陽一様～　18日の昼食時、「みそ汁の中にツバが入っている」と妄想に左右された発言をされ日清のスタッフにみそ汁をかける行為があってから食事に対する拒否が強く不食が続いています。菓子パンやジュースなどの補食は摂れています。本日の昼食は拒否無く全量摂取されていますが、以前妄想に左右され他患者様に対して粗暴行為があった患者様ですので、今後の経過も充分観察していきましょう。

・佐々木　尚子様～　以前より女性患者様に対して被害的な発言をされたり、スタッフの他患者様に対する対応に関しての不満などを一方的に訴えてくる事あります。昨日もＡユニットから転室してきた患者様に関して「うるさくて部屋で休めない」などと泣きながらスタッフに訴えて来る場面もあります。訴えに関しては本人の精神症状からのものであると考えられる為、一貫した対応をとっていきましょう。　
＜新入院患者様情報＞

大久保康弘様(51)　統合失調症　任意入院　Ｄｒ：安ヶ平　

S55年12月頃より幻聴・不眠が出現し、S56.6.24八戸赤十字病院精神科初診。同院へ外来通院していたが、怠薬により症状増悪して、H13.11.28同院へ入院（～H14.10.31）。

退院後、怠薬により症状増悪して、同院へ計2回の入院歴がある。H16.4.19退院後、生活訓練施設「青山荘」へ入所して、同院外来通院・当院デイケア通所を継続。本人希望により、H17.7.2八戸赤十字病院から当院外来へ切り替える。H19年7月よりグループホームで生活していた。H19.11.20より怠薬により、幻聴・不眠などの症状が再燃して、自傷行為や奇異な行動があり、H19.11.23当院受診して入院となる。
食事形態：常食　洗濯：業者　買い物カード：検討中
入院後は、ボディチェックの拒否や拒薬、食事の拒否も見られず、疎通は比較的取れていますが、伏し目がちであり、表情も冴えません。突発的な自傷行為や不穏は見られません。

今後は、本人の異常体験に左右された発言や行動の有無、突発的な自傷行為や不穏に注意し、本人の安全を第一とし援助・介入していきましょう。また、服薬の重要性の再確認と今回の入院の振り返りを行い、本人に服薬の大切さを理解してもらえるよう関わっていきましょう。また入院前にカッターで左足に裂傷を負っている為、処置が必要との事です。

持参薬（4日分）と臨時薬1日分が処方となっています。













